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株式会社  大  忠

■高校卒業後、上京し
　材木屋に住み込みで働く

　大忠の創業者、大槻忠男氏（以下、大槻会
長）は1937年、宮城県伊具郡筆甫村（現伊
具郡丸森町）に農家の次男として生まれた。
1955年に高校を卒業すると、働き口を求め
て1人夜行列車に乗り上京する。大都会に期
待に胸を膨らませて上京したが、当時は就職
難の時代、とにかく生活できればと選んだの
が木場の材木屋だった。叔父が神田にある全
国森林組合連合会で働いていたことから、叔
父を頼っての就職でもあった。材木屋を選ん
だのにはもう1つ理由があった。住み込みで
使ってくれるという条件を提示されたから
だ。大槻会長はその話を聞いた時、「材木屋
で働きながら、その間に、どこか別の職を探
そうと思っていた」と振り返る。ところが、
実際に働き始めてみると思う様に仕事が見つ

からない。そうこうしているうちに、不思議
なもので、大槻会長自身が次第に木に興味を
持つようになり、材木の仕事に真剣に打ち込
むようになった。
　仕事が軌道に乗り始めると、ある日叔父か
ら呼び出された。「仕分けの指導をする仕事
をやってくれないか」と思いがけない誘いを
受けたのだ。当時、叔父が勤めていた森林組
合は全国各市町村にあり、地方から東京に材
木を出荷する際、1等や2等など材木に等級
づけし仕分けをしなければならず、その仕事
を組合が任されていた。叔父はこの仕分けの
監督指導を大槻会長に任せようとした。突然
の依頼であったが、たっての叔父の頼みなら
ばと大槻会長は指導員に転職した。
　仕事はハードであった。北海道から鹿児島
まで材木の仕入をしながら、指導をして回る
もので、1週間交代で地方に出張しては市場
で競りに参加した。その繰り返しの中で独学
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で材木について覚えていった。材木の販売
は、現在は1立方メートル単位の値段で競り
をするが、当時はメートル法に変わる前で、
尺寸で幾らという販売方法が採られていた。
小売をするのに柱1本幾らなのか、計算がで
きないと販売できない。大槻会長は材木を実
際に手で持ちながら、2寸5分や3寸など材
木の大きさを手の感覚で覚えた。「五感で感
じながら覚えた」（大槻会長）と笑ってみせる。

■材木販売をするため岩槻で起業

　材木市場に勤めていると、関東各地の材木
業者が大槻会長の元に材木の買い付けにやっ
てきた。その中に埼玉県内の業者もいて、時
折、岩槻をはじめ越谷、浦和、川口などの材
木屋を訪問して歩く機会があった。材木屋を
見て回るうちに、大槻会長は自分で材木屋を
やってみたいという気持ちが頭をもたげてき
た。その気持ちは次第に強くなり、遂には独
立を決意する。東北から身一つで上京して
10年目のことであった。独立を決めると早
速“場所探し”に入った。開業するといって
も準備には数年は要すると考え、その間は引
き続き、材木市場で働こうと考えていた。そ
のため、東京に通勤できる場所、そして土地
の値段が安い場所を集中的に探した。千葉、
埼玉を中心に探し回った結果、最後に残った
のが“岩槻”だった。越谷市の不動産業者が
紹介してくれたのが現在の大忠の本社がある
場所で、1964年に最初に85坪を購入し15
坪で平屋建ての自宅を構えた。その後、
1971年5月に株式会社大忠を立ち上げた。
　独立を果たし岩槻で商売を始めたものの、
岩槻には地縁も血縁もなかった。材木市場に
勤めていた関係で地元の材木屋は知っていた
が、材木の売り先として肝心な工務店や大工
に知り合いはなく、大槻会長は電話帳で工務
店を探しては一軒、一軒に営業に回った。し

かし、最初はまったく材木が売れず商売にな
らなかった。仕方がないので、売れているフ
リをするために朝、営業用のバンに材木を積
んでは工務店をまわり、昼食を食べた後、別
の材木に積み替えてまた営業に出かけるとい
う日々を続けた。「誰が見ているか分からな
いから、常に売れている顔をしていた」（大
槻会長）と苦しかった昔を振り返る。
　知らない土地で商売をすることは容易では
なかった。商圏は岩槻と越谷と決めていたが、
まったく地の利がないため最初は道路も分か
らず、田んぼ道に入って帰れなくなるのは日
常茶飯事であった。毎日が大変の連続であっ
たが、次第に道も覚え、地元の工務店にも顔
が売れるようになった。そして時間の経過と
ともにポツポツと仕事が取れるようになった。
大槻会長は地元で認知されるようになり喜ん
だが、今度は資金繰りに悩まされた。
　事業を始めたばかりで手元の資金が厚くな
かったことから、手元に材木の在庫を持つこ
とができず、注文を受けるたびに材木問屋に
仕入れに出かけなければならなかった。日中
に注文が入ると、都度、木場の材木問屋に電
話をかけ、その日の夜に大槻会長は一人車を
運転しては材木を取りに出かけ、翌朝一番に
お客さんに届けた。そうした生活を約3年ほ
ど続けた。地元には、そうした大槻会長の苦
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労を知って可愛がってくれる大工さんがい
た。「ウチが資金繰りに困ると決まって注文
を出しては、即金で払ってくれた。本当に有
難たかった」（大槻会長）と話す。

■市議会議員を4期16年間務める

　大槻会長には材木事業の経営者のほかにも
う1つ肩書があった。岩槻市議会議員（現さ
いたま市議会議員）だ。1987年から4期、
通算16年にわたり政治家として議員活動に
携わった。岩槻で生まれ育った訳ではなく友
人も支援者もいない。政治に興味がない訳で
はなかったが、議員に立候補するなど考えた
こともなかった。きっかけは地元選出議員の
高齢化だった。当時、大忠本社のあった岩槻
市川通地区（現さいたま市川通地区）からは
4人が市会議員で選出されていた。ところ
が、議員は皆70歳以上で引退を控えていた。
これは大変だということになり、自治会が作
戦会議を進める中で、地元で事業を立ち上げ
成功していた大槻会長に白羽の矢が立った。
“議員に立候補してくれないだろうか”突然、
降って沸いた話に、大槻会長は丁寧に断っ
た。それから4年が過ぎ、次の選挙を控える
年になると再び自治会から打診が届いた。4

人いた地元選出の議員は在職死亡などもあ
り、次回選挙では立候補者がゼロになってし
まう可能性があった。いよいよ大変だという
ことで、自治会の正副会長が連日の様に大槻
会長の元を訪れては前回よりも強く出馬を要
請した。相手のあまりに熱心な態度に、大槻
会長は「自分は岩槻の生まれではない。同級
生がいるわけでも、親戚がいるわけでもない
から、当選するわけがない。興味はなかった
が、今後も地域に世話になっていく。地域の
顔を立てるだけでも出るだけ出ようと女房に
相談した」と笑いながら話す。選挙への出馬
が決まると、地域が一丸となって選挙運動を
展開した。結果は30人中8番目で当選した。
青天の霹靂であった。当選が決まると二足の
草鞋は履けないと、家業は田舎から呼び寄せ
専務をしていた弟に任せ、大槻会長は議員に
専念することを決めた。「選ばれた以上は、
とにかく一生懸命やろうということで、16
年間はほとんど市会議員として尽力した」。
その人徳と仕事への姿勢から最後には、市議
会の議長にまで選ばれた。

■木の博物館「木
きりょくかん
力館」をオープン

　大忠本社を訪れると、2階建ての大きな木

写真左：木力館（きりょくかん）　写真右：木力館の一階と木製のらせん階段
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造建築物が目に飛び込んでくる。2006年4
月にオープンした木の博物館「木

きりょくかん
力館」だ。

この建物は2005年に大忠の経営を息子の大
槻文兵氏に譲った事を機に建てたもので大槻
会長が館長をしている。木

きりょくかん
力館はスギやヒノ

キ、ポプラなど国産の天然材だけを使用して
建てた六角形の形をした博物館で、建物の躯
体はホゾを貫き込み栓を使い、伝統工法で建
築されている。建物に一歩足を踏み入れる
と、木の香りや木の温もりを十二分に体感す
ることができるのが特徴で、「私の半世紀に
わたる経験を、多くの人に、木に興味を持た
せようという考え方で建てたものだ」（大槻
会長）。大忠は材木販売から事業をスタート
したが、1967年5月に住宅事業部として丸
森ハウスを立ち上げた。大槻会長の信念か
ら、丸森ハウスでは海外から輸入される木材
は一切使わずに国産材だけにこだわる家づく
りを行っている。最近の戸建て住宅では断熱
材が使われているが、大槻会長は「それは外
国産の薄い木を使うから。断熱材を入れた
り、化学物質だけの家ができてしまう。私
は、自然素材だけを使ったこだわりの住宅を
作りたいし、そういう家づくりを五感で感じ
させようと実物を建てた」という。
　大槻会長は9年前から毎年、地元の小学校
に出前講座をしている。4年生1学年130人
に対して森林がいかに大事かという話を行っ
ている。講義の後は学生を木力館に連れてき
て木の大切さについて説明している。
　木
きりょくかん
力館では一切、住宅販売のための営業活

動は行っていない。大槻会長は「“スギやヒ
ノキという国産材は高い”という先入観があ
るが、それは大きな誤解だ。確かに昔は木材
は高かったが、当時は人件費が安かった。
50年前と比較すると、人件費はおそらく20
倍ぐらいではないかと思うが、材木の値段は
それほど変わらない」と国産材を推奨する。

■信念を表現するモデル住宅を建設

　現在、大槻会長は岩槻城址公園の近くに
“大槻忠男邸”を建設している。工事中の建
物には「人生後半の住まい」と書かれている
が、この家は大槻会長の信念を貫いたモデル
住宅で、前を通った人が、自由に中に入って
見て貰う事を意識して建設を決めたものだ。
住宅は埼玉県産の木材をふんだんに使った
オール天然素材の建物で、アルミサッシも使
わず雨戸も戸板を使用する。畳の間も一間作
り、居間には囲炉裏も作る。当然、風呂はヒ
ノキ風呂という徹底ぶりだ。大槻会長は「昔
の本当の木造住宅で、こんな家は日本中探し
てもないんじゃないかな。自己満足かもしれ
ないけど、俺の手掛ける最後の仕事だよね」
と笑ってみせる。

大槻忠男邸　木工事風景
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